
３次元レーザスキャナによる
森林資源調査・解析システム

日本の森林は森林資源の蓄積から、伐採による利用と成長をバランスさせた
持続可能な利活用の時期に入りました。
森林には林産物の供給の他に、水源や崩壊防止等の様々な機能があります。
バランスさせ、機能を保ち、高めるためには、
生育している土地等の情報の他、
単木毎の位置や太さ、高さ、曲り、材積等の様々な情報を総合的に評価した、
森林の（経営）計画の立案が必要です。
woodinfoは、森林の情報を３次元レーザスキャナで計測、
自動作成するシステムを開発しました。

Digital Forest

今の森林の状況を一覧表、配置図、単木の３Dで表示

情報化された
立木の配置図情報化された立木の一覧表

単木の ３Ｄ表示
（一覧表、 配置図から指定）

Digital Forestは、森林の情報【直径、樹高、材積、曲り、管理履歴等（コメント欄に入力）】
を一覧表で、詳細な位置を配置図で、そして一本一本の形状を３Dで表示。
森林の今をより的確に把握することが出来ます。

株式会社woodinfo
東京都練馬区富士見台2-17-16 Annex
TEL : 070-4327-0284
E-mail : info@woodinfo.jp
HP : http://www.woodinfo.jp
最新情報は：https://www.facebook.com/woodinfo.jp



丸太単位の
収穫予測

選木シミュレーション 収益（造材）シミュレーション

作業路開設シミュレーション 提案書作成システム

立木ナビゲーションシステム 森林管理システム

曲りの
推定

実際の間伐後

密度指定の間伐後

現地でのデータ表示と情報更新

立木をタップして変更情報の入力
（表示項目は自由に設定）

様々なルールで選木。
森林の今と未来を計画。

計画の実現には、現場で立木や作業道位置を、
だれでも見つけられること。
そして具体的な作業内容の表示も。

データを持って現場で森林管理
・立木情報の確認や更新
・崩壊地予兆や危険個所の登録と共有

径級や矢高情報を活用。
より少ない伐採木で、より多くの収益を
（2016年市売りで30％増！）

急斜面や流水量から開設困難エリアを赤表示。
横・縦断面を見ながらマウスで作業路を設計。

シミュレーション結果を統合。
提案書を作成。

多くの機能拡張モジュール

1番玉：
材長3m、
末口径22cm、
小曲、
材積0.145㎥、
市場価格
1,595円

ID703 立木ID589 立木
DBH：25.5cm
樹高：26.0ｍ
合計丸太価格：6,783円

DBH：27.8cm
樹高：24.2ｍ
合計丸太価格：6,335円

3番玉：
材長3m、
末口径20cm、
小曲、
材積0.120㎥、
市場価格1,320円

2番玉：
材長4m、
末口径22cm、
直、
材積0.194㎥、
市場価格2,910円

1番玉：
材長4m、
末口径24cm、
大曲、
材積0.230㎥、
市場価格2,105円

2番玉：
材長6m、
末口径18cm、
直、
材積0.217㎥、
市場価格4,015円

3番玉：
材長4m、
末口径16cm、
直、
材積0.102㎥、
市場価格1,173円

伐採指示：立木ID：703
造材指定 【伐採高：0.7m、余尺：0.1ｍ】

1番玉：材長3m 【末口径22cm、小曲】
2番玉：材長6m 【末口径18cm、直】
3番玉：材長4m 【末口径16cm、直】

参考：DBH：25.5cm、樹高：26.0ｍ

ハーベスタ車載モニター画面例

開発済み簡易GIS
システム「木ナビ®」
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